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ビタミン C は慢性閉塞性肺疾患（COPD）を予防し、壊れた肺胞を再生する
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ヒトは体内でビタミン C を合成できない。我々はヒトと同様、ビタミン C を体

内で合成できない SMP30/GNL ノックアウトマウスを用いて、喫煙による肺気腫の

予防や治療にビタミン C が有効であるかを検討した。 
SMP30/GNLノックアウトマウスを生後 3月齢でビタミンCを十分に与える群と

与えない群の 2 群に分けた。さらに、それぞれの群は生後 4 月齢で喫煙暴露群と

空気暴露群の 2 群（合計で 4 群）に分け、2 か月間、喫煙暴露、または空気暴露し

て肺胞の破壊程度を比較した。その結果、予めビタミン C を十分に摂取した

SMP30/GNL ノックアウトマウスは喫煙暴露による肺胞の破壊による気腔の拡大

がほとんど認められなかった 1)。これは、予めビタミン C を十分に摂取すると喫

煙により肺気腫が生じるリスクを下げられることを示している。 
同様に、2 か月間の喫煙暴露により肺気腫が生じた後にビタミン C を投与する

ことにより肺気腫が修復するかどうかを検討した。2 か月間の喫煙後にマウスを 2
群に分け、ビタミン C を十分に与えた群と与えなかった群で肺胞の破壊程度を比

較した。その結果、ビタミン C を与えなかった群では肺気腫は修復していなかっ

たが、十分なビタミン C を与えた群では壊れた肺胞が修復していることがわかっ

た 1)。これは、肺気腫の治療にビタミン C の摂取が有効である可能性を強く示唆

している。 
本研究により、喫煙により生じた肺気腫の治療にビタミン C が有効である可能

性が示唆された。 
1) Koike et al., Vitamin C Prevents Cigarette Smoke-Induced Pulmonary Emphysema in 

Mice and Provides Pulmonary Restoration. Am J Respir Cell Mol Biol (in press) 


